
大口町告示第７０号 

 

 大口町狂犬病予防運営要綱の一部を改正する要綱を次のように定める。 

 

  令和８年７月３０日 

 

大 口 町 長  鈴 木 雅 博   



 

 

大口町狂犬病予防運営要綱の一部を改正する要綱 

 

 大口町狂犬病予防運営要綱（平成１３年大口町告示第５７号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第３条第２項中「尾張開業獣医師の会及び愛知北開業獣医師連絡協議会（以下「尾

張開業獣医師の会等」という。）」を「愛知北開業獣医師連絡協議会」に改め、「届

出獣医師」の次に「及び町と個別に犬の登録手数料徴収事務等委託契約した獣医師

（以下「契約獣医師」と総称する。）」を加える。 

 第５条第５項及び第６項中「（様式第２）」を削る。 

 第９条第１項中「尾張開業獣医師の会等」を「愛知北開業獣医師連絡協議会」に

改める。 

第１１条第２項中「町と尾張開業獣医師の会等との「狂犬病予防注射済票交付手

数料徴収事務等委託契約」に規定された届出獣医師」を「契約獣医師」に、「同契

約」を「狂犬病予防注射済票交付手数料徴収事務等委託契約」に改め、同条第３項

中「届出獣医師」を「契約獣医師」に改める。 

第１３条中「届出獣医師」を「契約獣医師」に改める。 

附 則 

 この要綱は、告示の日から施行する。 
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大口町狂犬病予防運営要綱の一部改正新旧対照表  

新 旧 

（犬の鑑札の交付） （犬の鑑札の交付） 

第３条 略 第３条 略 

２ 前項において、登録実施者が町と愛知北開

業獣医師連絡協議会との「犬の登録手数料徴

収事務等委託契約」に規定された届出獣医師

及び町と個別に犬の登録手数料徴収事務等委

託契約した獣医師（以下「契約獣医師」と総

称する。）の場合は、同契約中の「鑑札（個

別）交付事務取扱要領」に基づき原簿に登録

する。 

２ 前項において、登録実施者が町と尾張開業

獣医師の会及び愛知北開業獣医師連絡協議会

（以下「尾張開業獣医師の会等」という。）

との「犬の登録手数料徴収事務等委託契約」

に規定された届出獣医師の場合は、同契約中

の「鑑札（個別）交付事務取扱要領」に基づ

き原簿に登録する。 

 （犬の所在地等変更届）  （犬の所在地等変更届） 

第５条 略 第５条 略 

２～４ 略 ２～４ 略 

５ 町長は、町外に所在地を変更した犬につい

て、所在地変更後の市町村長から通知書兼依

頼書の送付を受けたときは、当該犬の原簿の

写しを所在地変更後の市町村長に送付すると

ともに、原簿に所在地変更の処理をして登録

を抹消するものとする。 

５ 町長は、町外に所在地を変更した犬につい

て、所在地変更後の市町村長から通知書兼依

頼書の送付を受けたときは、当該犬の原簿

（様式第２）の写しを所在地変更後の市町村

長に送付するとともに、原簿に所在地変更の

処理をして登録を抹消するものとする。 

６ 町長は、第３項の規定による旧鑑札及び第

４項に規定する原簿の写し並びに前項に規定

する原簿については、１年間保存するものと

する。 

６ 町長は、第３項の規定による旧鑑札及び第

４項に規定する原簿（様式第２）の写し並び

に前項に規定する原簿については、１年間保

存するものとする。 

（狂犬病予防注射の実施） （狂犬病予防注射の実施） 

第９条  町長は、原則として開業獣医師に狂犬

病予防注射（以下「注射」という。）を実施

させることとし、愛知北開業獣医師連絡協議

会と協議し、所有者を集合させて集合注射を

実施するものとする。 

第９条  町長は、原則として開業獣医師に狂犬

病予防注射（以下「注射」という。）を実施

させることとし、尾張開業獣医師の会等と協

議し、所有者を集合させて集合注射を実施す

るものとする。 

２  略 ２  略 

 （注射済票の交付）  （注射済票の交付） 

第１１条  略 第１１条  略 

２  第９条第１項の集合注射以外の注射（以下

「個別注射」という。）の場合で、注射実施

者が契約獣医師の場合は、狂犬病予防注射済

２  第９条第１項の集合注射以外の注射（以下

「個別注射」という。）の場合で、注射実施

者が町と尾張開業獣医師の会等との「狂犬病
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新 旧 

票交付手数料徴収事務等委託契約中の「狂犬

病予防注射済票（個別）交付事務取扱要領」

に基づき手続きを行うものとする。 

予防注射済票交付手数料徴収事務等委託契

約」に規定された届出獣医師の場合は、同契

約中の「狂犬病予防注射済票（個別）交付事

務取扱要領」に基づき手続きを行うものとす

る。 

３ 町長は、個別注射の場合で前項の契約獣医

師以外の者が注射を実施した場合は、所有者

から交付済の注射済証と通知書を提出させ、

通知書に新規交付の注射済票番号を記入し、

手数料を徴収するとともに、所有者に新規の

注射済票を交付するものとする。ただし、通

知書を持参しない既登録犬の所有者は、狂犬

病予防注射済票交付整理票（様式第１）に必

要事項を記入することにより、通知書に代え

るものとする。 

３ 町長は、個別注射の場合で前項の届出獣医

師以外の者が注射を実施した場合は、所有者

から交付済の注射済証と通知書を提出させ、

通知書に新規交付の注射済票番号を記入し、

手数料を徴収するとともに、所有者に新規の

注射済票を交付するものとする。ただし、通

知書を持参しない既登録犬の所有者は、狂犬

病予防注射済票交付整理票（様式第１）に必

要事項を記入することにより、通知書に代え

るものとする。 

４ 略 ４ 略 

 （報告）  （報告） 

第１３条 町長は、注射を実施した契約獣医師

又はそれ以外の獣医師から、業務上必要と認

める事項について、報告を求めることができ

る。 

第１３条 町長は、注射を実施した届出獣医師

又はそれ以外の獣医師から、業務上必要と認

める事項について、報告を求めることができ

る。 
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